外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成26年6月14日（土）　　　　　司会：小笠原　香織　　記録：小笠原　香織
	小笠原
	東
	矢幅
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長
	三浦

(綾)

	○
	○
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休

	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	山本
	野呂
	李
	
	

	業務
	公休
	公休
	公休
	業務
	公休
	公休
	公休
	公休
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞
○近藤祥子様（65）女性　　6/16　　11：30来院予定

現在夫との二人暮らし。（夫は自衛隊官舎管理人として月15日程勤務している）

20年程前より“眠れない”と話しみかわ脳神経クリニックを受診し睡眠導入剤・安定剤処方となり服用している。50歳過ぎた頃より症状悪化傾向となっていた。現在はエチゾラム（1）1T、ブロチゾラム（0.25）1T、ゾピクロン（10）1T　1×ｖｄｓが処方となっているが、自己調整し就床時半量服用し中途覚醒時残りの半量を服用しているとの事。

5年程前より「歯茎が痛い」と話すようになり、柏崎歯科・八戸赤十字病院歯科を受診し義歯作成や諸検査実施するも“異常なし”と言われていた。

H25年9月にイミドール、ユーパン、アンデプレ（デジレル）が処方となり服用していたが、1～2ヶ月程で効果を感じず服用を中断している。

1年程前より疼痛増悪し“ナイフで刺すような痛み”と訴え、歯痛に伴い「何もする気が起きない」「人に会いたくない」「死んでしまいたい」との訴えが頻回となる。また、頻繁に“痰が出る”と話し「癌かもしれない」と悲観的に捉える事があった。（長女様としては食後すぐに横になる為逆流性食道炎なのではないか？と思っていると…）食欲の低下・食事摂取量の低下もあり、バナナや野菜ジュース等の歯茎に刺激とならない物を摂取し、体重が元々58～60Kg程あったものが現在47.0Kgにまで低下（身長153cm位）。夜間泣きながら「殺して投げて欲しい」等と訴える事や、「何も出来ない」「字も書けない」等悲観的となり希死的発言も聞かれている。行動化する事はない。歯茎の痛みついて長女様がインターネットで検索し“ストレス性のものではないか？”と考えるようになり専門機関への受診を促していたが“待ち時間が長い。歯茎が痛いから待っていられない”と話し、受診を拒否していた。

今回希死的発言もある事から再度本人様へ病院受診を促し、本人が了承した事から当院への受診相談

に至る。
○木村文彦様（53）男性　　6/17　　11：30来院予定

八戸市にて同胞3名の第1子、長男として出生。

八戸市立多賀小学校→八戸市立市川中学校卒業後八戸工業大学第一高等学校へ進学。同校卒業後は八戸赤十字病院へ就職。管財課配属となり蛍光灯の交換等と行っていた。その後医事課へ部署異動となり27年間勤め、Ｈ26.4月の人事異動で医療社会事業部（地域連携室）配属となる。他スタッフより業務を依頼されるものの、業務内容を把握していない部分があり、うまく出来ない事等もあり、就床時当日の業務の振り返りを行い考え込んでしまうようになる。

同時期より寝つきに30分程時間を要す、夜間2回程の中途覚醒があり、起床時の熟眠感の無さが出現。また、食事摂取は出来ているものの、食欲の低下あり体重が5Ｋｇ程減少している。今までは上記のような症状が出現した事は無く、今回が初めてであり精神科への受診も初めて。

上記症状について看護師である妻へ相談し、精神科受診をするよう促された事から当院へ受診相談に

至る。

○細越裕奈様（28）女性　　6/21　11：30来院予定

六戸町にて同胞1名第1子長女として出生。

六戸町立開知小学校→六戸町立七百中学校→青森県立三沢商業高等学校卒業。

その後外国語の専門学校へ進学。卒業後は大阪府にて就職しているが、不眠等の症状出現し退職。退職後地元六戸町へ帰省。短期でのアルバイトを転々とし、十和田県民局にて3年間従事。退職後職業訓練校へ通い、1年弱契約社員として従事。その後正社員となるが腹痛・食欲低下等の症状出現。内科を受診したが異常所見は無く、腹痛止めの薬が処方となっていた。退職し2～3ヶ月で症状改善。数年前より月経2週間前になると眩暈・立ちくらみの症状が強く出現する事があり婦人科を受診。ピルが処方となり服用していたが症状はほとんど変わらなかった為、2年程服用した後は通院・服薬はしていない。

2013（Ｈ25）年10月現在の夫と結婚。その後専業主婦となっている。退職後は症状軽快傾向にあったが、のぼせている感じや眩暈・立ちくらみ、腹痛、頭痛、肩こり、首の痛み、喉・耳がつまったような感じ、寝つきの悪さ、早朝覚醒があり、インターネットで検索した際、自身の症状が全て“自律神経失調症”に当てはまった事から精神科への受診を検討し当院へ相談に至る。

寝つきの悪さ、早朝覚醒については現在仕事をしていない為出現しているかもしれない…と話してい

る。
